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導 火 線 の 爆 鳴 秒 時 に 就 て

(昭和 17年 11月14日糞塊)

合 点 青 田 銀 次 郎*

軌鰍 革の燃焼捗時と官ふ市に使用者仰の鵬心が高まb,最近=≡の話層を典へて

居るので,使何者に知って密いて茸ひたいと息ふ8を概念的に政明して見る.

燃焼秒時を衰右する俵件

導火放放火無頼を起操させる鳥に｢定の距離から鮎火する方浜を輿-るもので,媛脚 火線

に放ては此目的の鳥に,黒色火薬の換地佑椿を利用して屠る故に,紐状とした粉状魚色火薬に

如何なる唖さで蝕 を僻播させて行くかと官ふ布が,共主目的であり且叉導火線の生命でもあ

ち.

故に導火故の燃盛唖慶は鰍 黒色火薬の傭件で左右される串は明で,更に是を柾状とし且外

部の影響を防止する鳥に加工した斬罪紐 の方箆と材料の影響を第二に受けて居る.第三次と

しては襲遮後使用迄の軸 由 油時の各軽便件の影野があるが是は本質的のものではないから

官及せぬ串とする.

魚色火桑の放醜秒時を左右すべき保件の主たるものを傘げても(ィ.)原料の性質,(t,)配合

率,(-)火葬の浪合状態,(-)使用丑の参#,(ホ)曲解比重,(-)啓子の大3, (り 合

水分,(チ)外底 (.))不敬物又は不純分ot合有等の各日こ伐て影啓がある.

･一般に物を感 度で燃焼される事は重難で厳密に官ったら燃焼の一一億 と云ふ事吐出木ないの

かも知れない･過度や熱性｢定に為し得るが他 の伸椿を一定にして利J#する串比世上棟であ

る･'火葵町して争爆曲や鰍 に導く事は容易であ加 も 換地すべき晶色火薬を由 良助艶の範

囲で加之井鵬 を｢走にして利用･Lやうとする,尊火線なるものが師に無理なのかも知れなvl..

黒色火薬の燃療速度

i)原料の性質 単一佑合物の性質絃｢点して居るが,農色火集の棲な浪金成分のものは原

料の性状に伐て左右される事旺重大である.原料として傭用する碑石や硫安は単一化合物であ
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り,摘封等に伐て耗棒なものfCLて性質を一点する串は出奔易いが,開溝は木衆にあって水盤

の材料たる木材は其柾頬,樹齢,産地噂で佐野を輿たし,次位する際の過度や方法車の捗轡を

受けらので何時でも均斉な性質のものを終る串は出木ない.黒色火葬の性質は木次に伐て左右

せられると育っても退官で太い.

il)配合率 配合の掛合に伐て無地の傭件が変化する本姓勿畠で他に火付きの問題や染生す

る瓦斯の襲価も伴って葬る･到達工場では此野に関して各自政事と息はれる配合率を特用して
居る昔であるから日常製品-の襲政財中は少いと息ふ.

ill)火蕪の混合状態 原料の性欲と共に鼎色火葬灘達時の方添,主として野弗たる粒子の

大さや混合の均等性等の影響を受けろ布杜明である.

17)使用丑 導火線の心蕪として使用される丑の多寡は脱 皮に彩轡があり多い程迎く

なる傾向がある.

Y)隻壌比東 砂蕪であるが故に之を先頃する際の加塵の抄轡は甚大左ものがあり,加塵を

大として比重を槍す程蝕 は速くなる.

yi)粒子の大き 同一の大桑でも砂状で用ひる場合と粒款とした時で紘鮎 が興って来る.

叉珍放火蕪の特性として一点時間後固体する傾向があり,比鉱や容位を襲-ないでも粒子か肘

辞し合って塊耽となる事がある.導火換中から取出した異色火蕪を衝分けて蝕 を測点 した

ら,粒状のもの程其の大さの大なるもの程蝕 は早い結果を得た.

TilI含水丑 碑石,木表の様な吸礁物を原料とした魚色火弟が吸漁物たるは魯路であり,令

水分は於塊を早める傾向がある.1% 以下の水分の火薬に 10% 附近の永分を合有させると庶

髄 鹿は牛浜した.尤も含水分が多過ぎれば触 し無くなる.

申il)外塵 鼎色火帝自身の虫墳此正の外に外塵の形轡がある.燃焼の際の菅生瓦斯を逸倣

せしめるか香かで触 速度を典にし外鹿が大となれば早くなり漁に爆熟の欣藤に達する.鮎

の際生する旭の大さによる影轡は欝でない.

iz)不耗分又は不肋 の含有 晶色火蕪に滑石等の不放物を混合するとその混合丑に比例

して脱 皮仕遮汝する.是から類推して不粉 の合有は埼焼速度に影響ある革も明である･ヽ

韓守の悠境に及す髭専

盈色火集自他の地 に被覆の構造が及す彩啓は鼓碇に伐て上記の各保件を伴ふから骨然の串

であって,導火線の触 上から詮明すると.

x)心糸 晶色火薬を務等すa'葛に導火塊の中心に*抽細2-3本が挿入される.是は鼎色

火集の形岱保ヰと共に (ix)項 (F')項 伽)項尋に超朋した色々の影響を及し且糸自身抵盛時に

放て作用するものと息はれる.∫

.血)最色火葬 一皮の口重を有する臼から落下せ しめる火葬丑は｢定な'りと紘云-ぬから

(i▼)項 Iv)項の軸 を典-且 (vii),(viii)項の痕件に依って落下丑は典って葬る.

ziil鹿糸又は耗糸 黒色火報の周囲を餌捜して掛弗の紐状形感を保持すべき藤林叉は統林

は井性状と使用方法に伐て導火娘の性質に重大な影響を輿-る･如 昔時に鵠力関係で(i▼)項

Iv)頑を左右し夫自身の有する立毛 (ケJl')は (i王)項の作用をするし伸蘇皮は(▼I項の軽他を

典へ 各辞が頼寄って生ずる弟款のあるPT筒何軒扶火種の形状を典-る･又麻薪の含有し或は

封近時に輿-られる油娃含有丑が｢鬼でないし欺 % 忙及ぶ含水丑は魯然 (▼31項の問題とな
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る.

同一火報を同一状況で用ひ藤林と耗♯とで被覆したものは統解放零の方が欺塊が速く,叉製

造後餓 秒時に異助が少ないのが骨である.此一･事を以て藤森より紙練の方が償秀なりと早合

'盤するものが有るが,耗様には火報の一点丑を抱合保持する能-JJが藤林に此して少なく,曳伸

静陸に乏しい馬脚近時火葬の各部に放ける丑の差異を榔正して均軒とする能力も放け,且其後

外部カ;らの轍椀的作用を受けた時内部大桑を保謹する能力も少ないから,築切れ立滑え,早硬

等の危陰や甜吸鴨性も劣って居ると見ねばならない･

故に耗静使用で導火鮎 位が向上すると見るのは大なる鉄であって,現在の厨耗簾はあくま

で鹿薪代用品たるの域を出て屠らない.此卦旺使用者側でも琳故に特に注意を賓するものと息

良.

xiii)外部社覆 以上の外の各位被覆材料性防撫防水や辞火線の現雛 を附典する鳥の構造

であるが-市進に伐て (V),(vii),(viii)項等-の影響を伴って凍る.

導火線の燃焼秒時

上述の各位彰啓に伐り串化を伴ひ易い導火魚娃共完成後進色々な鰍 上の形哲を受けてゐ

ち.俵に｢鬼の材料｢定の辞趨方法で造った導火線の飴随抄時は｢虎かと云ふと,一定なりと

所管する串は嘘になる.ErTの析出 工程に放て導入される各棟件を一定すると茸ふ串は田無

なので,勿輸技術象としては俵件の先取に患えざる努力比沸って居るものi共催件があまりに

多岐であるので,管状として一定と云ふ字は用ひられなvl.然らば現在市収の串火線はどんな

熟鮭秒時を持って居るものかと官ふと.

xiyJ.異色火赤の靴 現在額火故に使用された黒色火帝を放出してその俊垂萩中で放醸し

た.ら30秒位の秒時を輿-ち.印ち垂萩中本来の敢娩砂時を 計-4倍の速さに埋覆せしめたも

のが導火線の秒時となって居るので,遅延させた各促件に狂ひがあったら串火線の塔焼速度に

も狂ひを生する辞である.しかも何倍にも引伸して居る卦が狂ひを大とする所以でもあり同一ヽ
火薬を府ひても同十秒時の導火紙を得られない卦でもある.

xy) 時RfI的財t導火銀は#連荘後と或時間を酵過させたものとでは塊熱砂時が興って乗
ち.1週間か 10日世道 10-20秒位砂時が延びる.夫以後も竣性ではあるが延びが有るのが

轟常

一週蛋

ある.此の達び方が一定しなtJl.殆んど延びないものも有り甚しく延びるものもある.

位すると併所存付いた時期と云-るのである.

zyiI脚 の長引こ依る垂化 触 秒時を測定する際 0.5m,1ln.2m等長さを葬へて

武鼓したら秒速は長さに比例した倍を典-IE呉れない.塩いもの程永日に長いもの薄塩か日に

出るのが骨である.換官すれば就料の長さで放焼速度は鵡って木る.

xYii)外現に依る尭化 導火娘を重来中で熟塊する時と帝開した所で俄焼する時で速さに

襲伍を生ずる･括物した場合速くなる布例は本誌抄録中に紹介されてあったが,永中で軟焼し

た場合も同株であり,早に水中に政分間泣け準ものでも秒唖に硬化を生ずる･
ⅩYiiil同十製品に赴けS財と 1括 1,0001益の導火線は同一材料同一方法で同時に#造し
たものであるが 1,000ml越の専火蝕各軸 の脱 皮は必ずしも同一でなく,多少の遅速紘

免れない.

以上の様な軽化は何で生ずるのか,確信出奔たいが帝に述べた甜保件を適用して見ると顛推
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は出氷る.勿漁記述した催件外に何等かの国手が存在するか知れないが,是の原因扶此齢なり

と節点するの紘級を生じ易く且鉄解を招く憂れもあるから日下の併以上の棟に漠然と官ってCt

く.
ヽ

鵬 抄時と云ふもの 概ゝ念

以上丑でも象る彼でも墓が有ると列べたてi逐一解答を典-て居らぬのは不赤倉の毎である

が'輝者不放歌-て貧し得ぬので此鮎は大方弥彦の敦示に待つ事大である･只帝者の官ひ庇い

の払 導火線の月嘩紗時は不葬で｢尭し得るもので有か夫が由禾ないのは我術象不緒に依るも

のだと官った撮な塀符をされない糠に威ひ庇い丈である.夫では懸軽砂時とは何かと云ふ問題

にたる.

火薬統制食紅が改定した節の艶泉に依れば

イ) 灘近一週朋経過した時.

tz) 1,000n(水晶1箱の恋と停静する)中2簡JA･上の拭料をとり.

-) 1m の助地租庇を汎定して平均の砂欺むとり.

ユ) 樽たる緒弗を ユ0秒以内の墓に在る110,leo,130の政事で示す.

と云ふ串に放って居る.即等火線の助睦秒時と云ふの比

導火放縦 後 1遡伽経過したものを長さlJn触 した蘇絡たる速度を砂幹で示して.1括

内導火絵の触 迎定を代表させたB.のであり･

或粒等火線の ltn触 速度は 100秒から140秒の朋に有る節のものICある.

蓮に極官すれば i箱内の導火絵でも20秒位の蓋位があり,%E711に表示した故事娃超達後 1

週間目に得た辞典を示して居るに過ぎないとも云-る.甚だ無安住の枚では有るが此経度の概

念で放出秒時を取扱って文-ば大過ないものと官-る･垂娃或示された政字に拘施せぬ脚 帝

が望ましい･井粗由は盤晶となる迄の各変位と共に使用塵?取扱や古海に伐ては多分に外部の

彩轡を受けて放晩秒時に奨励を奔し易い葛である.′
燃焼呼時と使用の際の注意

導火塊を使用する目的は危険な作弟に在るので上述の株に串火線の触 砂時に或程度以上の

信用が放けぬとしたら,以下の放た使用上わ注意が必卒になると思ふ.

i)導火蝕を用ひて病変起爆紘亀封Iと出来ない. ■

ii) 心故や碑で速攻跡火して各条葉を鼠序正しく逐次起爆させる烏には,専火鼓に出火する

関宿を 10秒以上にとるか,導火絵の長さを逐次 10% 以上に残して行くかせれば安金でない.

二つの導火級を逐兎鮎火する際此二つの鹿暁秒時が同一ならば鮎火時間の蓋で･鰍 で鹿睦す

る箸である.節が若し後{･劫火したものが3秒早く触 したら鮎火の慨麻が3秒であったとし

ても同時に起爆してしまふ.規定に伐て10秒の蓋が典-られて居るから,100秒から140秒迄

に放て.10% から7%迄の基鞄が有るものと見たければならない.宵際開港として10秒以上

の墓を思いて逐次に戯火すると云ふ革は布法れ赴く又待避の時棚を考慮したら逐姐 火と紘云

ひ伎裁何程も出奔なくなるので,長さを蒙催して用ひる方が枠用し易tJl.しかし之とても10
孔の装蕪では政初と塊後のもので扶･1m以上の蓋となり,無駄な琴火線を使用する事になる･

'導火故で頓序よく逐次に劫火しやとする事が庇に鱒 で,其必軸 1'有るならば他の連普な方捷
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を珠用した方が良いので紘有るまいか.

111)土二噂 や岩制等短かい導火紋を便用する場合表記触焼砂時如何に拘らず lznの導火線

軸 比 100秒なりと考へIC,待避時間や曲火時間等を郵出す事を敬めたvl･30czzlの導火換

Lは 30秒で倣えると考-るものでたと-是が 140秒基のもので有ったとしても42秒で起爆す

るから,.此墓 12秒を争つ七危香を受ける様な串は愚である･婁するに早く旅えるものと息ふ

4 番は安全率を埠す事である.

ly)導火線の表示燃焼秒時を僧朝するた.表示する梗類はたった三つの数字でしかも各とが

20秒梅園の飴裕を持って居るのであるから政字として僧額すべき僻は甚だ蒋い.しかも1,000m

に 2平館かに 0･2% で査鹿を代表させてあるが故に何とか軟のお率先よりも僧祝し得る程度

扶低い..120秒と番いて有るから120秒で計辞して鮎火と待避の時間をギI)ギ1)に取り.起爆

の待時間を政小限度として軸 且としての技丑を誇ったり,時間と助奏の政大節約をしたと思

ったbするのは.Gの骨頂である.祐一災香を生じた際の事を考-たら;又衷示秒時の公差如何

と茸ふ革を知って屠ったら折る舌先は-を知って十を知らざる徒と云-やう.計罪の基準とす

るならば前述の株に 1Ⅱ1100秒と息ふ方が安生である.

Y)来示の秒唖を目安に使用するならば.導火線各箱の便用佐倉を明確にして混何せぬ事で

ある.1構内'o導火姑は各粉 に相違あり,日時経過による琴曲を伴ふとは云-,外軸 らゝ甚

しい彫啓を受けぬ限り10秒も20秒も狂醐 ミ有iと紘息へない.110秒ものも130秒助も出

勝目に渦何して来旨己数字をEl安にするのは酷である.又同じ120秒表示でも120秒以下のも

のと120秒以上のものとで出致大 20秒の差があるから表記政伍以上の開きがあり,BLて同

様な秒塩のものなりと息ふ事扶早計である.eP各籍毎に底弁軸 の必賓ある所以である.文武

鹿抹簡単であるから必要な時は硬骨静に拭鼓して見るのも良いと息i..

yi)陣拝から使用迄にも栄位が起きる･PPレ､たり鞍ったり曲げたり水に播したら必ず鵬

は早くなろものと見て大過ない.

以上粗雑浜然たる草稿ではあるが何等かの御役に立七ばと思って統上を拝借する次第であ

る● (港)




